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とTT群はCC群に比して有意に動脈壁の肥厚度が低値(p = 0.0228, Scheffe’s F-test)を示し、2型糖尿病患
者に限った解析においても同様の結果が得られた。重回帰分析により、年齢、HbA1c、HDLコレステロール値と
ともに 807T allele数(β= -0.095, p = 0.021)が独立して IMTに関与した(R2 = 0.196, p＜0.0001)。また、
全対象におけるLogistic解析により頚動脈プラークの存在と807T allele数は独立した負の関連を示した(OR =
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= －0.095, p = 0.021)が独立してIMTに関与した(R2 = 0.196, p＜0.0001)。また、全対象におけるLogistic
解析により頚動脈プラークの存在と807T allele数は独立した負の関連を示した(OR = 0.486, CI:0.262-0.902, 
p = 0.031)。以上よりα2 インテグリンの807T alleleは動脈壁の肥厚、プラーク発生に対して、防御的に働
くことが示された。 
 
以上の研究は、糖代謝および糖尿病性大血管障害の臨床治療学に貢献するものであり、博士(医学)の学位を授
与されるに値するものと判定された。 
 
